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電子制御式油圧ブレーキのブレーキブースタポンプにおいて、ポンプモータの構成部品であ

る樹脂製ブラシホルダの成形型が不適切なため、ブラシとの隙間が小さく、ポンプ作動時に

当該ホルダが熱膨張してブラシが引っ掛かり、ポンプモータが導通不良となるものがある。

そのため、ポンプモータが作動せず警告灯が点灯し、最悪の場合、倍力作用が損なわれて制

動停止距離が伸びるおそれがある。 

 

改善の内容 

全車両、ブレーキブースタポンプを点検し、該当するものは良品と交換する。 

 

識別：改善済車両には車台番号打刻の左下部に黄色ペイントを塗布する。 

 

ブレーキブースタポンプ 

注：   は交換部品を示す。 

基準不適合発生箇所 

・ブラシホルダ 

・ブラシ 

ポンプモータ 


